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rは正の実数とする．1辺の長さが 1の正四面体 OABCにおいて，辺 OA上に点 P
をとる．点 Pが辺OA上のどこにあっても，点 Pを中心とする半径 rの球面が，辺 BC
と共有点をもたないような rの範囲を求めよ．ただし，点O，Aは辺OAに含まれ，点
B，Cは辺 BCに含まれるとする．


